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道の駅登録を抹消された事例 

1 道の駅「山崎」（兵庫県） 

 所 在 地：兵庫県宍粟市山崎町今宿 96-1 

 整備路線：国道 29 号 

 休 館 日：毎週火曜日、年末年始 12／31～1／3 

 登 録 日：1993 年 4 月 22 日（1993 年 11 月開駅） 

 登録抹消：2013 年 3 月 31 日 

 

1993 年 11 月の開駅時より旧山崎町の第三セクター「山崎町特産センター」が運営し、2006

年に宍粟
し そ う

市（2005 年に山崎町他 3 町の合併で市制施行）の指定管理施設となった際も同セ

ンターが引き続いて指定管理者として運営していた。 

しかし、同センターは経営悪化を理由に 2009 年 3 月末で解散し、公募により姫路市の飲

食業「IS コーポレーション」が同年 4 月から運営を引き継いでレストラン部分を改装した

上で 4月 10 日にリニューアルオープンした。 

しかし、宍粟市と土地所有者との土地等貸借契約が2013年3月31日で終了することから、

同日をもって道の駅を閉鎖した。 

閉鎖後の施設について、宍粟市ではドライバーの利用に供するため「トイレや駐車場は当

面、使用できるようにしたい」との意向を示すと共に「近く観光拠点施設を設ける計画」と

していたが、平成 25 年度中にすべて撤去され、現在は更地となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２

出典：Wikipedia
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出典：近畿地方整備局 HP 
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2 道の駅「茶処和束」（京都府） 

 所 在 地：京都府相楽郡和束町大字南小字下河原 15-1 

 整備路線：府道 5号木津信楽線 

 営業時間：10:00～19:00 

 休 館 日：毎週火曜日、12／30～1／3 

 登 録 日：1993 年 4 月 22 日（1992 年 7 月開業） 

 登録抹消：2004 年 3 月 31 日 

 

京都府相楽郡和束町南下河原の主要地方道木津信楽線上に整備され、京都府で最初に登録さ

れた道の駅であった。また、2013 年に道の駅山崎が登録抹消されるまで、登録抹消となった

唯一の道の駅でもあった。 

駅舎は売店兼レストランになっており、非常に小規模であった。レストランは年配の女性が

切り盛りされており、客層も年配の方が中心となっていた。 

休憩できる場所がない、トイレが狭い、コンビニが併設されていたが、駐車場は小さく、停

められないこともあり得るなどの情報が、一般の方から報告されている。 

廃駅後は、昼間はレストラン、夜は居酒屋「カラオケ居酒屋駅」として営業していたが、現

在は営業されていないが、併設されたコンビニエンスストアは廃駅後も営業を続けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ふるさと「道の駅」探偵団 HP 出典：道の駅の駅 on Knowledgeroot HP 


